
この技術は、入手の容易なデータを用いて、農業用ダム流域の積雪水量を推定する、簡便な方法です。
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積雪寒冷地の農業用ダムにとって、ダム流域からの融雪水は重要な水資源です。将来、気候の温暖化によって、積雪水量の
減少や融雪開始時期の早期化が生じると予想されます。そのため、将来は、積雪寒冷地の農業用ダムで貯水が十分な量に
達しない可能性があります。

融雪開始前に山地の積雪水量を推定できれば、将来のダムの貯水管理にとって有用な情報となります。

開発の背景

この推定方法の特徴
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推定方法

農業用ダムの流域のような山地流域における融雪期間の水収
支は、（１）式で表せます。

ａ1ｐw＋ａ2ｐm＝Ｑ＋Ｅ ・・・・・・・・・・・・・・・（１）式

ここで、ｐwとｐm：近傍の低標高部のある地点の積雪期降水
量と融雪期降水量（いずれもmm）、Q：流出高（mm）、E：蒸
発散量（mm）、ａ1とａ2：係数です。

推定の作業フローは、図－１の通りです。

（１）式中の流出高Qは過去の流量データから算出します。

蒸発散量Eは、Hamon式（（２）式）から推定します。

Ep=0.14D0
2Pt ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（２）式

ここで，Ep：日平均蒸発散量（mm･d-1）、Do：可照時間
（12h･d-1を1とする）、Pt：日平均気温に対する飽和絶対湿
度（g･m-3）です。

2つの係数のうち、まずa2を、流量と降水量の共軸図法（図－２）
を用いて決定します。水年を前年11月1日から当年10月31日ま

でとし、各水年の末日から日流出高と蒸発散量の和と日降水量
とを日付を遡って累積します。それぞれの計算結果は、図－２の
縦軸の左側にある上下2本の曲線に相当します。次に縦軸の右
側に示すように、横軸に各月の1日までの降水量の累計値を、ま

た縦軸に同じく日流出高と蒸発散量の累積値をとり、両者の関係
をプロットします。水年の末日からの融雪終了日まで遡るまでの
プロットは、切片を0とする直線式で年ごとに近似できます。10年
分のデータを用いる場合を例にすれば、この傾きの10年間の平
均値をa2とします。得られたa2を毎年の融雪期の水収支に代入
して各年のa1を求め、その10年間平均値を推定に用いるa1とし
ます。

降水量データは、流域周辺の4地点のアメダスデータを収集しま
す。いずれか1地点の値を用いる場合、いずれかの2地点の平均
値、いずれかの3地点の平均値、あるいは4地点の平均を用いる
場合の合計15通りの降水量データを作成します。これら15通り
のうち、（１）式によるQ+Eの推定誤差の最も小さい組み合わせを
降水量データとして採用します。

5年間程度のダム地点流量データと同時期の近傍のアメダス

データを用いてａ1とａ2を決定すれば、毎年の融雪開始前に山地
にある積雪水量Ｍを、Ｍ＝ａ1ｐwで推定できます。

図－３は、この方法による推定事例です。

係数（a1,a2）の算出

流域の基本情報の整理
• 流域の地理情報の収集
• 周辺のアメダス地点の選定と諸元整理

積雪水量を推定するための複数年のデータセットの準備

アメダスデータ・流量データ収集，整理

積雪深 流入量 降水量 気温 標高補正

毎年に積雪開始日・融雪開
始日・融雪終了日の設定

融雪期

流出高
（Q）

Hamon式による
日平均蒸発散能算出

期間合計値
算出

アメダス地点の
積雪期降水量pw

（積雪開始日～融雪開
始日前日の降水量）

共軸図法により，各年ごとの係数a2を求めて，累年平均した係数a2を求
める．この係数a2を用いて，各年ごとの係数a1を求めて，累年平均した
係数a1を求める．

アメダス地点の
融雪期降水量pm
（融雪開始日～融雪
終了日の降水量）

融雪開始前の積雪水量（M）=a1pwを推定

アメダス地点の積雪期降水量pwに係数a1を掛けることによって
流域の積雪水量を求める．

蒸発散量
（E）

図－１ 積雪水量の推定フロー（下記の参考文献から引用）
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10月末の年間総降水量を原点として，
各月末まで遡った総降水量

10月末の年間総流出高を原点として，
各月末まで遡った総流出量+蒸発散量

流出高＋蒸発散量

降水量
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図－２ 共軸図法の概念（下記の参考文献から引用）

0

100

200

300

400

500

600

700

800

'99 '00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08

積
雪
水
量
（

m
m
）

西暦（年）

実測値

推定値

図－３ 推定事例（実測値は積雪量調査結果、
下記の参考文献から引用）


